
橋梁：緊急輸送道路等（2019～2022年度）
点検実施状況・判定区分（　　　）中部地整管内

（長野県除く）

○ 2巡目（2019～2022年度）の累積点検実施率は、緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋82％、
　 跨線橋84％、緊急輸送道路を構成する橋梁84％

○ 判定区分の割合は、緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋：Ⅰ 26％、Ⅱ 67％、Ⅲ 7％、Ⅳ 0％、跨線橋：Ⅰ 15％、
　 Ⅱ 65％、Ⅲ 20％、Ⅳ 0％、緊急輸送道路を構成する橋梁：Ⅰ 33％、Ⅱ 60％、Ⅲ 7％、Ⅳ 0％
○ 全道路管理者の2019～2022年度の点検において、早期又は緊急に措置を講ずべき状態（判定区分
　 Ⅲ・Ⅳ）の割合は、緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋：7％、跨線橋：20％、緊急輸送道路を構成する橋梁：7％

2巡目（2019～2022年度）の点検実施状況

※（　）内は、2019～2022年度に点検を実施した施設数。
※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある。

※（　）内は、2019～2022年度に点検を実施した施設数。　※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある。

構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。緊急措置段階Ⅳ

構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態。早期措置段階Ⅲ

構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態。予防保全段階Ⅱ

構造物の機能に支障が生じていない状態。健全

判定区分 状　態

Ⅰ

2巡目（2019～2022年度）の点検結果
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2020年度 1巡目点検（実績）2021年度 2022年度

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

20% 20% 20% 57% 22% 82%

15% 22% 24% 23%

23%

84%

22% 22% 16% 84%

0%

0.00%

0.00%

0.00%

緊急輸送道路を
跨ぐ跨道橋
（1,846）

跨線橋
（862）

緊急輸送道路を
構成する橋梁

（13,163）

20% 40% 60% 80% 100%

20%65%15%

7%60%33%

7%67%26%



国土交通省

高速道路会社

地方公共団体等

合計

管理者
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

管理施設数 点検対象施設 点検実施数
判定区分内訳

国土交通省

高速道路会社

地方公共団体等

合計

管理者
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

管理施設数 点検対象施設 点検実施数
判定区分内訳

国土交通省

高速道路会社

地方公共団体等

合計

管理者
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

管理施設数 点検対象施設 点検実施数
判定区分内訳

点検結果（2019～2022年度）
中部地整管内（長野県除く）
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緊急に措置を講ずべき
状態の施設が50橋
（0.06%）確認され、す
べて緊急措置（通行止
等）実施済。

その他、早期に措置を
講ずべき状態の施設が
4,122橋（5%）。

緊急に措置を講ずべき
状態の施設はない。

早期に措置を講ずべき
状態の施設が268箇
所（30%）。

緊急に措置を講ずべき
状 態 の 施 設 が 1 橋
（0.02%）確認され、す
べて緊急措置（通行止
等）実施済。

早期に措置を講ずべき
状態の施設が401施
設（8%）。

※本表は、メンテナンス会議の構成員（岐阜県、静岡県、愛知県、三重県）の施設数をとりまとめたもの。

※道路附属物等は、
　シェッド・大型カルバート・横断歩道橋・門型標識等

（出典）Ｒ4メンテナンス年報（2023.08）より
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判定区分 状態

健全

予防保全段階

早期措置段階

緊急措置段階

構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態

構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く緊急に措置を講ずべき状態

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

構造物の機能に支障が生じていない状態



静岡県

判定区分 状態

健全

予防保全段階

早期措置段階

緊急措置段階

構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態

構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く緊急に措置を講ずべき状態

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

構造物の機能に支障が生じていない状態

点検結果（2019～2022年度）

国土交通省

高速道路会社

地方公共団体等

合計

管理者
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

管理施設数 点検対象施設 点検実施数
判定区分内訳

国土交通省

高速道路会社

地方公共団体等

合計

管理者
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

管理施設数 点検対象施設 点検実施数
判定区分内訳

国土交通省

高速道路会社

地方公共団体等

合計

管理者
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

管理施設数 点検対象施設 点検実施数
判定区分内訳

※本表は、メンテナンス会議の構成員の施設数をとりまとめたもの。
（出典）Ｒ4メンテナンス年報（2023.08）より
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緊急に措置を講ずべき
状 態 の 施 設 が 7 橋
（0.03%）確認され、す
べて緊急措置（通行止
等）実施済。

その他、早期に措置を
講ずべき状態の施設が
1,495橋（6%）。

緊急に措置を講ずべき
状態の施設はない。

早期に措置を講ずべき
状態の施設が91箇所
（27%）。

緊急に措置を講ずべき
状態の施設はない。

早期に措置を講ずべき
状態の施設が88施設
（8%）。

※道路附属物等は、
　シェッド・大型カルバート・横断歩道橋・門型標識等



○ 2巡目（2019～2022年度）の累積点検実施状況は、橋梁84％、トンネル76％、道路附
　 属物等※79％

○ 判定区分の割合は、橋梁：Ⅰ 45％、Ⅱ 50％、Ⅲ 5％、Ⅳ 0.06％、トンネル：Ⅰ 1％、Ⅱ 68％、
　 Ⅲ 30%、Ⅳ 0%、道路附属物等：Ⅰ 39％、Ⅱ 53％、Ⅲ 8％、Ⅳ 0.02％
○ 全道路管理者の2019～2022年度の点検において、早期又は緊急に措置を講ずべ
　 き状態（判定区分Ⅲ・Ⅳ）の割合は、橋梁：5％、トンネル：30％、道路附属物等：8％

2巡目（2019～2022年度）の点検実施状況
※道路附属物等：シェッド、大型カルバート、横断歩道橋、門型標識等

2巡目（2019～2022年度）の点検結果
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30%68%1%

8%53%39%
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点検実施状況・判定区分（　　　）

橋梁、トンネル等（2019～2022年度）

構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。緊急措置段階Ⅳ

構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態。早期措置段階Ⅲ

構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態。予防保全段階Ⅱ

構造物の機能に支障が生じていない状態。健全

判定区分 状　態

Ⅰ

※（　）内は、2019～2022年度に点検を実施した施設数。　※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある。

※（　）内は、2019～2022年度に点検を実施した施設数。
※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある。

中部地整管内
（長野県除く）

22% 23% 20% 84%

20%

17%

76%22%22% 41%16%

22% 79%21%

2019年度 2020年度 1巡目点検（実績）2021年度 2022年度



点検実施状況・判定区分（静岡県）

○ 2巡目（2019～2022年度）の累積点検実施状況は、橋梁83％、トンネル80％、道路附
　 属物等※85％

○ 判定区分の割合は、橋梁：Ⅰ 32％、Ⅱ 62％、Ⅲ 6％、Ⅳ 0.03％、トンネル：Ⅰ 2％、Ⅱ 71％、
　 Ⅲ 27%、Ⅳ 0%、道路附属物等：Ⅰ 34％、Ⅱ 58％、Ⅲ 8％、Ⅳ 0％
○ 全道路管理者の2019～2022年度の点検において、早期又は緊急に措置を講ずべ
　 き状態（判定区分Ⅲ・Ⅳ）の割合は、橋梁：6％、トンネル：27％、道路附属物等：8％

2巡目（2019～2022年度）の点検実施状況

※道路附属物等：シェッド、大型カルバート、横断歩道橋、門型標識等

2巡目（2019～2022年度）の点検結果
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構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。緊急措置段階Ⅳ

構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態。早期措置段階Ⅲ

構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態。予防保全段階Ⅱ

構造物の機能に支障が生じていない状態。健全

判定区分 状　態

Ⅰ

※（　）内は、2019～2022年度に点検を実施した施設数。　※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある。

※（　）内は、2019～2022年度に点検を実施した施設数。
※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある。

橋梁、トンネル等（2019～2022年度）

20% 20%23% 83%

20% 85%

25% 80%21% 21%

27% 26%

2019年度 2020年度 1巡目点検（実績）2021年度 2022年度



修繕等措置の実施状況（　　　）中部地整管内
（長野県除く）

橋梁（判定区分Ⅲ、Ⅳ）
○ １巡目（2014～2018年度）点検で早期に措置を講ずべき状態（判定区分Ⅲ）又は緊

急に措置を講ずべき状態（判定区分Ⅳ）と診断された橋梁で、2022年度末までに修
繕等の措置に着手した割合は、国土交通省：100％、高速道路会社：89％、地方公共
団体：89％。

○ 判定区分Ⅲ・Ⅳである橋梁は次回点検まで（５年以内）に措置を講ずるべきとしていま
すが、地方公共団体における2014～2017年度点検での判定区分Ⅲ・Ⅳと診断され
た橋梁は、修繕等の措置の着手率が85%～96％と遅れています。

※2014～2018年度に点検診断済み施設のうち、判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された施設で、修繕等措置（設計含む）に着
手（又は工事が完成）した割合（2022年度末時点)

　： 2022年度末時点で次回点検までの修繕等措置の実施を考慮した場合に想定されるペース
　　2014年度点検実施（8年経過）：100％、2015年度点検実施（7年経過）：100％、
　　2016年度点検実施（6年経過）：100％、2017年度点検実施（5年経過）：100％、
　　2018年度点検実施（4年経過）：80％

2014

点検
年度

措置着手率（B/A）、措置完了率（C/A）未着手
施設数

0
（0%）
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（11%）
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うち完了（C）

431
（73%）

262
（86%）

4,997
（80%）

5,690
（80%）

措置に着手済の施設数（B）

589
（100%）

271
（89%）

5,557
（89%）

6,417
（90%）

措置が
必要な

 施設数（A）
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7,153

管理者
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100%
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100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%
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88%

85%
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修繕等措置の実施状況（静岡県）

橋梁（判定区分Ⅲ、Ⅳ）
○ １巡目（2014～2018年度）点検で早期に措置を講ずべき状態（判定区分Ⅲ）又は緊

急に措置を講ずべき状態（判定区分Ⅳ）と診断された橋梁で、2022年度末までに修
繕等の措置に着手した割合は、国土交通省：100％、高速道路会社：100％、地方公共
団体：87％。

○ 判定区分Ⅲ・Ⅳである橋梁は次回点検まで（５年以内）に措置を講ずるべきとしていま
すが、地方公共団体における2014～2017年度点検での判定区分Ⅲ・Ⅳと診断され
た橋梁は、修繕等の措置の着手率が81％～96％と遅れています。

2014

点検
年度

措置着手率（B/A）、措置完了率（C/A）未着手
施設数

0
（0%）

0
（0%）

315
（13%）

315
（12%）

2015

2016

2017
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2016

2017

2018

2014

2015

2016

2017

2018

うち完了（C）

76
（71%）

18
（100%）

2,011
（80%）

2,105
（80%）

措置に着手済の施設数（B）

107
（100%）

18
（100%）

2,184
（87%）

2,309
（88%）

措置が
必要な

 施設数（A）

107

18

2,499

2,624

管理者

国土交通省

高速道路
会社

地方公共
団体

完了済 着手済

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合　計

100%

100%

100%

※2014～2018年度に点検診断済み施設のうち、判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された施設で、修繕等措置（設計含む）に着
手（又は工事が完成）した割合（2022年度末時点)

　： 2022年度末時点で次回点検までの修繕等措置の実施を考慮した場合に想定されるペース
　　2014年度点検実施（8年経過）：100％、2015年度点検実施（7年経過）：100％、
　　2016年度点検実施（6年経過）：100％、2017年度点検実施（5年経過）：100％、
　　2018年度点検実施（4年経過）：80％
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点検結果の遷移状況（静岡県）

橋梁（判定区分Ⅰ・ⅡからⅢ・Ⅳ）
○ １巡目の２０１４～2017年度点検で健全又は予防保全の観点から措置を講ずることが

望ましい状態（判定区分Ⅰ・Ⅱ）と診断された橋梁のうち、修繕等の措置を講じないまま、
５年後の２０１９～2022年度点検において、早期又は緊急に措置を講ずべき状態（判
定区分Ⅲ・Ⅳ）へ遷移した橋梁の割合は中部全体で3％、静岡県で4％となっています。

※（　）内は、1巡目点検（2014～2017年度）の結果が判定区分ⅠまたはⅡとなった橋梁のうち、修繕等の措置を講じ
ないまま5年後の2019～2022年度に点検を実施した橋梁の合計。

※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある。

道路管理者別の遷移状況（静岡県）
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道路管理者別の遷移状況（中部全体）

Ⅰ Ⅱ

Ⅰ Ⅱ

Ⅲ Ⅳ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.03%地方公共団体等
（70,540）

0.00%高速道路会社
（1,935）

0.00%国土交通省
（3,170）

0.02%全道路管理者
（75,645）

0% 20% 40% 60% 80% 100%
全道路管理者

（75,645） 52%48%

【2014～2017年度点検】

【2019～2022年度点検】
5年後

3%51%46%

3%82%15%

4%34%62%

3%51%46%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全道路管理者
（22,070）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Ⅰ Ⅱ

【2014～2017年度点検】

【2019～2022年度点検】
5年後

4%64%31%

2%81%17%

2%37%61%

4%64%32%

61%39%




